
○ 交付運用報告書は、運用報告書に記載すべき事項のうち重要
なものを記載した書面です。その他の内容については、運用
報告書（全体版）に記載しております。

○ 運用報告書（全体版）は、受益者の方からのご請求により交
付されます。書面での交付をご請求される方は、販売会社ま
でお問い合わせください。

○ 当ファンドは、信託約款において運用報告書（全体版）に記
載すべき事項を、電磁的方法によりご提供する旨を定めてお

ります。運用報告書（全体版）は、ティー・ロウ・プライ
ス・ジャパン株式会社のホームページにて閲覧・ダウンロー
ドいただけます。

＜「運用報告書（全体版）」の閲覧・ダウンロード方法＞
上記ホームページアドレスにアクセス ➡ 「ファンド情報」を
選択 ➡ 「ファンド一覧」表内の当ファンド名を選択 ➡ 「運用
報告書（全体版）」のリンクを選択

照会先
ホームページ troweprice.co.jp
電 話 番 号 03-6758-3840

（受付時間：営業日の午前9時～午後5時）

ティー・ロウ・プライス・ジャパン株式会社
東京都千代田区丸の内1-9-2 グラントウキョウサウスタワー

ティー・ロウ・プライス
米国割安優良株式ファンド

Ｃコース（毎月決算・予想分配金提示型・為替ヘッジあり）
Ｄコース（毎月決算・予想分配金提示型・為替ヘッジなし）

追加型投信／海外／株式
＜Ｃコース＞
第15期末（2023年12月15日） 第10期～第15期
基準価額 10,049円 騰落率 4.6％
純資産総額 262百万円 分配金合計 0円
＜Ｄコース＞
第15期末（2023年12月15日） 第10期～第15期
基準価額 10,835円 騰落率 9.8％
純資産総額 528百万円 分配金合計 0円

（注）騰落率は、税引前の分配金を分配時に再投資したものと
みなして計算しており、小数点以下第2位を四捨五入して
います。

交付運用報告書

Ｃコース
第10期（決算日 2023年 7 月18日）
第11期（決算日 2023年 8 月15日）
第12期（決算日 2023年 9 月15日）
第13期（決算日 2023年10月16日）
第14期（決算日 2023年11月15日）
第15期（決算日 2023年12月15日）

Ｄコース

作成対象期間：2023年6月16日～2023年12月15日

受益者のみなさまへ
毎々、格別のご愛顧にあずかり厚くお礼申し上げ
ます。
さて、「ティー・ロウ・プライス 米国割安優良
株式ファンド」は、このたび上記のとおり決算を
行いました。
当ファンドは、マザーファンドへの投資を通じ
て、米国の株式の中で、企業の本質的価値に比較
して過小評価されていると判断される株式を中心
に投資を行います。
当作成期もこれに沿った運用を行ってまいりまし
たので、その運用状況等について、ご報告申し上
げます。
今後とも一層のお引き立てを賜りますよう、お願
い申し上げます。
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1

ティー・ロウ・プライス 米国割安優良株式ファンド

1.運用経過
Ｃコース（毎月決算・予想分配金提示型・為替ヘッジあり）
■基準価額等の推移（2023年6月16日～2023年12月15日）

（注1）分配金再投資基準価額は、税引前の分配金を再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の実質的なパ
フォーマンスを示すものです。

（注2）分配金を再投資するかどうかについてはお客さまがご利用のコースにより異なります。また、ファンドの購入価額により
課税条件も異なります。したがって、お客さまの損益の状況を示すものではありません。

（注3）分配金再投資基準価額および参考指数は、期首の基準価額に合わせて指数化しています。
（注4）騰落率は、小数点以下第2位を四捨五入しています。
（注5）当ファンドにはベンチマークはありません。参考指数は、ラッセル1000バリュー指数（税引後＊配当込み、円ヘッジベー

ス）であり、投資対象資産の市場動向を説明する代表的な指数として記載しています。また、よりファンドの実態に即し
た参考指数を比較の対象とするため、当作成期末付で設定来の参考指数を「税引前配当込み」から「税引後＊配当込み」
に変更しています。
＊米国株式にかかる配当金から源泉徴収される税額（日米租税条約に基づく場合、税率10％相当）を控除しています。

■基準価額の主な変動要因
（主なプラス要因）
・期を通して株式相場全般が上昇したこと。
・米銀行大手のＪＰモルガン・チェースやバンク・オブ・アメリカ、自動車保険大手のプログレッシブ
など、金融セクター中心に組入銘柄の株価が上昇したこと。

（主なマイナス要因）
・製薬会社大手のファイザー（ヘルスケア）、ジョンソン・エンド・ジョンソンから独立した大衆薬企
業のケンビュー（生活必需品）、風力・太陽光発電で米国最大手のネクステラ・エナジー（公益事
業）などの組入銘柄の株価が下落したこと。
・為替ヘッジ・コストがマイナス要因となったこと。
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第9期末
（2023.6.15） （2023.7.18）（2023.8.15） （2023.9.15）（2023.10.16）（2023.11.15）

第15期末
（2023.12.15）

（百万円）

基準価額（左軸） 分配金再投資基準価額（左軸） 参考指数（左軸）純資産総額（右軸）

第10期首： 9,610円
第15期末： 10,049円
（既払分配金0円（税引前））
騰 落 率： 4.6％
（分配金再投資ベース）
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ティー・ロウ・プライス 米国割安優良株式ファンド

Ｄコース（毎月決算・予想分配金提示型・為替ヘッジなし）
■基準価額等の推移（2023年6月16日～2023年12月15日）

（注1）分配金再投資基準価額は、税引前の分配金を再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の実質的なパ
フォーマンスを示すものです。

（注2）分配金を再投資するかどうかについてはお客さまがご利用のコースにより異なります。また、ファンドの購入価額により
課税条件も異なります。したがって、お客さまの損益の状況を示すものではありません。

（注3）分配金再投資基準価額および参考指数は、期首の基準価額に合わせて指数化しています。
（注4）騰落率は、小数点以下第2位を四捨五入しています。
（注5）当ファンドにはベンチマークはありません。参考指数は、ラッセル1000バリュー指数（税引後＊配当込み、円ベース）で

あり、投資対象資産の市場動向を説明する代表的な指数として記載しています。また、よりファンドの実態に即した参考
指数を比較の対象とするため、当作成期末付で設定来の参考指数を「税引前配当込み」から「税引後＊配当込み」に変更
しています。
＊米国株式にかかる配当金から源泉徴収される税額（日米租税条約に基づく場合、税率10％相当）を控除しています。

■基準価額の主な変動要因
（主なプラス要因）
・期を通して株式相場全般が上昇したこと。
・米銀行大手のＪＰモルガン・チェースやバンク・オブ・アメリカ、自動車保険大手のプログレッシブ
など、金融セクター中心に組入銘柄の株価が上昇したこと。
・為替市場で米ドルが円に対して上昇したこと。

（主なマイナス要因）
・製薬会社大手のファイザー（ヘルスケア）、ジョンソン・エンド・ジョンソンから独立した大衆薬企
業のケンビュー（生活必需品）、風力・太陽光発電で米国最大手のネクステラ・エナジー（公益事
業）などの組入銘柄の株価が下落したこと。
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第9期末
（2023.6.15） （2023.7.18）（2023.8.15） （2023.9.15）（2023.10.16）（2023.11.15）

第15期末
（2023.12.15）

（百万円）

基準価額（左軸） 分配金再投資基準価額（左軸） 参考指数（左軸）純資産総額（右軸）

第10期首： 9,864円
第15期末： 10,835円
（既払分配金0円（税引前））
騰 落 率： 9.8％
（分配金再投資ベース）
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ティー・ロウ・プライス 米国割安優良株式ファンド

Ｃコース（毎月決算・予想分配金提示型・為替ヘッジあり）
■1万口当たりの費用明細

項目

第10期～第15期

項目の概要（2023年6月16日
～2023年12月15日）
金額 比率

（ａ）信託報酬 70円 0.729％ （ａ）信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率
期中の平均基準価額は9,616円です。

（投信会社） （34） （0.357） 投信会社分は、ファンド運用の指図、基準価額の算出等の対価
（販売会社） （34） （0.357） 販売会社分は、運用報告書等各種書類の送付、口座内でのファンドの管

理、購入後の情報提供等の対価
（受託銀行） （  1） （0.014） 受託銀行分は、運用財産の管理、投信会社からの運用指図の実行等の対

価
（ｂ）売買委託手数料 2 0.016 （ｂ）売買委託手数料＝期中の売買委託手数料÷期中の平均受益権口数

売買委託手数料は、組入有価証券等の売買の際に発生する手数料
（株式） （  1） （0.016）
（投資信託証券） （  0） （0.000）

（ｃ）その他費用 9 0.094 （ｃ）その他費用＝期中のその他費用÷期中の平均受益権口数
（保管費用） （  3） （0.036） 保管費用は、海外における保管銀行等に支払う有価証券等の保管および

資金の送金・資産の移転等に要する費用
（監査費用・印刷費用等） （  5） （0.058） 監査法人等に支払うファンドの監査に係る費用や有価証券届出書、目論

見書、運用報告書等の作成に係る費用、その他信託事務の処理等に要す
る諸費用等

合計 81 0.839
（注1）作成期中の費用（消費税等のかかるものは消費税等を含む）は追加・解約によって受益権口数に変動があるため、簡便法

により算出した結果です。なお、売買委託手数料およびその他費用は、このファンドが組入れているマザーファンドが支
払った金額のうち、このファンドに対応するものを含みます。

（注2）金額欄は項目ごとに円未満を四捨五入してあります。
（注3）比率欄は「1万口当たりのそれぞれの費用金額」を期中の平均基準価額で除して100を乗じたものです。
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ティー・ロウ・プライス 米国割安優良株式ファンド

Ｃコース（毎月決算・予想分配金提示型・為替ヘッジあり）
（参考情報）
■総経費率
　作成期中の運用・管理にかかった費用の総額を期中の平均受益権口数に期中の平均基準価額（1口当
たり）を乗じた数で除した総経費率（年率）は1.64％です。

（注1）1万口当たりの費用明細において用いた簡便法により算出したものです。
（注2）各費用は、原則として、募集手数料、売買委託手数料および有価証券取引税を含みません。
（注3）各比率は、年率換算した値です。
（注4）上記の前提条件で算出したものです。このため、これらの値はあくまでも参考であり、実際に発生した費用の比率と異な

ります。

総経費率
1.64％

運用管理費用
（投信会社）
0.71％

運用管理費用
（販売会社）
0.71％

運用管理費用
（受託銀行）
0.03％

その他費用
0.19％
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ティー・ロウ・プライス 米国割安優良株式ファンド

Ｄコース（毎月決算・予想分配金提示型・為替ヘッジなし）
■1万口当たりの費用明細

項目

第10期～第15期

項目の概要（2023年6月16日
～2023年12月15日）
金額 比率

（ａ）信託報酬 76円 0.729％ （ａ）信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率
期中の平均基準価額は10,454円です。

（投信会社） （37） （0.357） 投信会社分は、ファンド運用の指図、基準価額の算出等の対価
（販売会社） （37） （0.357） 販売会社分は、運用報告書等各種書類の送付、口座内でのファンドの管

理、購入後の情報提供等の対価
（受託銀行） （  1） （0.014） 受託銀行分は、運用財産の管理、投信会社からの運用指図の実行等の対

価
（ｂ）売買委託手数料 2 0.015 （ｂ）売買委託手数料＝期中の売買委託手数料÷期中の平均受益権口数

売買委託手数料は、組入有価証券等の売買の際に発生する手数料
（株式） （  2） （0.015）
（投資信託証券） （  0） （0.000）

（ｃ）その他費用 7 0.064 （ｃ）その他費用＝期中のその他費用÷期中の平均受益権口数
（保管費用） （  1） （0.009） 保管費用は、海外における保管銀行等に支払う有価証券等の保管および

資金の送金・資産の移転等に要する費用
（監査費用・印刷費用等） （  6） （0.055） 監査法人等に支払うファンドの監査に係る費用や有価証券届出書、目論

見書、運用報告書等の作成に係る費用、その他信託事務の処理等に要す
る諸費用等

合計 85 0.808
（注1）作成期中の費用（消費税等のかかるものは消費税等を含む）は追加・解約によって受益権口数に変動があるため、簡便法

により算出した結果です。なお、売買委託手数料およびその他費用は、このファンドが組入れているマザーファンドが支
払った金額のうち、このファンドに対応するものを含みます。

（注2）金額欄は項目ごとに円未満を四捨五入してあります。
（注3）比率欄は「1万口当たりのそれぞれの費用金額」を期中の平均基準価額で除して100を乗じたものです。
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ティー・ロウ・プライス 米国割安優良株式ファンド

Ｄコース（毎月決算・予想分配金提示型・為替ヘッジなし）
（参考情報）
■総経費率
　作成期中の運用・管理にかかった費用の総額を期中の平均受益権口数に期中の平均基準価額（1口当
たり）を乗じた数で除した総経費率（年率）は1.58％です。

（注1）1万口当たりの費用明細において用いた簡便法により算出したものです。
（注2）各費用は、原則として、募集手数料、売買委託手数料および有価証券取引税を含みません。
（注3）各比率は、年率換算した値です。
（注4）上記の前提条件で算出したものです。このため、これらの値はあくまでも参考であり、実際に発生した費用の比率と異な

ります。

総経費率
1.58％

運用管理費用
（投信会社）
0.71％

運用管理費用
（販売会社）
0.71％

運用管理費用
（受託銀行）
0.03％

その他費用
0.13％
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ティー・ロウ・プライス 米国割安優良株式ファンド

Ｃコース（毎月決算・予想分配金提示型・為替ヘッジあり）
■最近5年間の基準価額等の推移

（注1）分配金再投資基準価額は、税引前の分配金を再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の実質的なパ
フォーマンスを示すものです。

（注2）分配金を再投資するかどうかについてはお客さまがご利用のコースにより異なります。また、ファンドの購入価額により
課税条件も異なります。したがって、お客さまの損益の状況を示すものではありません。

（注3）当ファンドの設定日は2022年9月9日です。
（注4）参考指数は、ラッセル1000バリュー指数（税引後＊配当込み、円ヘッジベース）であり、投資対象資産の市場動向を説明

する代表的な指数として記載しています。また、よりファンドの実態に即した参考指数を比較の対象とするため、当作成
期末付で設定来の参考指数を「税引前配当込み」から「税引後＊配当込み」に変更しています。
＊米国株式にかかる配当金から源泉徴収される税額（日米租税条約に基づく場合、税率10％相当）を控除しています。

2022年9月9日
（設定日）

2022年12月15日
決算日

2023年12月15日
決算日

基準価額（分配落）  （円） 10,000 9,895 10,049

期間分配金合計（税引前）  （円） － 0 0

分配金再投資基準価額の騰落率  （％） － △1.1 1.6

参考指数騰落率  （％） － 1.4 1.8

純資産総額  （百万円） 166 210 262
（注）騰落率は、小数点以下第2位を四捨五入しています。
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ティー・ロウ・プライス 米国割安優良株式ファンド

Ｄコース（毎月決算・予想分配金提示型・為替ヘッジなし）
■最近5年間の基準価額等の推移

（注1）分配金再投資基準価額は、税引前の分配金を再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の実質的なパ
フォーマンスを示すものです。

（注2）分配金を再投資するかどうかについてはお客さまがご利用のコースにより異なります。また、ファンドの購入価額により
課税条件も異なります。したがって、お客さまの損益の状況を示すものではありません。

（注3）当ファンドの設定日は2022年9月9日です。
（注4）参考指数は、ラッセル1000バリュー指数（税引後＊配当込み、円ベース）であり、投資対象資産の市場動向を説明する代

表的な指数として記載しています。また、よりファンドの実態に即した参考指数を比較の対象とするため、当作成期末付
で設定来の参考指数を「税引前配当込み」から「税引後＊配当込み」に変更しています。
＊米国株式にかかる配当金から源泉徴収される税額（日米租税条約に基づく場合、税率10％相当）を控除しています。

2022年9月9日
（設定日）

2022年12月15日
決算日

2023年12月15日
決算日

基準価額（分配落）  （円） 10,000 9,516 10,835

期間分配金合計（税引前）  （円） － 0 0

分配金再投資基準価額の騰落率  （％） － △4.8 13.9

参考指数騰落率  （％） － △3.0 13.7

純資産総額  （百万円） 41 515 528
（注）騰落率は、小数点以下第2位を四捨五入しています。
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ティー・ロウ・プライス 米国割安優良株式ファンド

Ｃコース～Ｄコース共通
■投資環境
（株式市場）
　当作成期の米国株式市場は、Ｓ＆Ｐ500指数（トータルリターン、米ドルベース）でみて上昇しまし
た。作成期初から2023年7月後半までは、①人工知能（ＡＩ）をめぐる将来的な商機拡大への期待や、
②想定外の景気の底堅さを背景とした米国経済のソフトランディング（軟着陸）観測の高まり、③イン
フレの減速を受けた早期の利上げ終了期待などに支えられ、株式市場は上昇しましたが、2023年8月以
降、10月末にかけては、長期金利の上昇や利下げが遠のいたとの見方から反落の展開となりました。し
かし、期終盤には、来年の累次の利下げへの期待が市場で高まる中、長期金利が低下したことが好感さ
れ、株式市場は大きく上昇して作成期末を迎えました。Russell1000のスタイル別指数では、バリュー指
数のリターンがグロース指数を下回る（バリュー株が劣後する）展開となりました。

（為替市場）
　為替市場では米ドルが円に対して小幅に上昇しました。作成期初に140円台でスタートした米ドルは、
一旦145円台まで上昇した後、7月に米国の雇用者の増加数の伸び悩みから一時的に138円台まで下落し
ました。しかし、その後は日銀が金融政策の微修正は行っても緩和政策は維持したのに対し、米国では
景気の底堅い状態が続いたことなどを背景に米ドルの反発が続き、11月には151円台まで上昇しました。
ただし、作成期末にかけては、米長期金利の低下による金利差縮小を反映して、142円台に下落して当
作成期を終えました。

■ポートフォリオについて
　当ファンドはティー・ロウ・プライス 米国割安優良株式マザーファンド（以下「マザーファンド」と
いいます。）への投資を通じて、米国の株式の中で、企業の本質的価値に比較して過小評価されている
と判断される株式を中心に投資を行います。大型株式への投資を基本としますが、中型株式等へも投資
する場合があります。なお、米国以外の企業にも投資する場合があります。
　当ファンドは、ほぼ全額をマザーファンド受益証券に投資しました。また、Ｃコースでは対円での為
替ヘッジを行うことで、為替変動リスクの低減を図りました。

＜マザーファンド＞
　銘柄選択に関しては、個別企業分析に基づく「ボトム・アップ・アプローチ＊1」を重視した運用を行
います。個別企業分析にあたっては、ティー・ロウ・プライス＊2のアナリストによる独自の企業調査情
報を活用します。
＊1 ボトム・アップ・アプローチとは、アナリストの個別企業に対する調査や分析等に基づきその企業の投資価値を判断し、個別

銘柄を選択する運用手法です。
＊2 委託会社およびその関連会社をいいます。

　その結果、当作成期末におけるセクター配分は、金融、ヘルスケア、資本財・サービスなどが上位と
なりました。
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ティー・ロウ・プライス 米国割安優良株式ファンド

　個別銘柄では、エネルギー業界向けにエンジニアリングおよび建設サービスを提供するハリバートン
（エネルギー）、石油大手のコノコ・フィリップス（エネルギー）、製薬会社大手のファイザー（ヘル
スケア）を新たに組み入れるなどした一方で、半導体メーカーのブロードコム（情報技術）、工業・油
圧機器メーカーのイートン（資本財・サービス）の組入を除外するなどしたほか、検索サイトのグーグ
ルの親会社アルファベット（コミュニケーション・サービス）の組入を作成期中に削減するなどしまし
た。

　株式の組入比率は期を通じて高い水準を維持しました。

マザーファンドの業種別組入比率
前作成期末（2023年6月15日） 当作成期末（2023年12月15日現在）

（注）ティー・ロウ・プライスは、業種分類の報告に世界産業分類基準（ＧＩＣＳ）におけるセクターを使用しています。
世界産業分類基準（ＧＩＣＳ）は、MSCI Inc.（ＭＳＣＩ）およびStandard & Poor’s Financial Services LLC（Ｓ＆Ｐ）によ
り開発された、ＭＳＣＩおよびＳ＆Ｐの独占的権利およびサービスマークであり、ティー・ロウ・プライスに対し、その使
用が許諾されたものです。ＭＳＣＩ、Ｓ＆Ｐ、およびＧＩＣＳまたはＧＩＣＳによる分類の作成または編纂に関与した第三
者のいずれも、かかる基準および分類（並びにこれらの使用から得られる結果）に関し、明示黙示を問わず、一切の表明保
証をなさず、これらの当事者は、かかる基準および分類に関し、その新規性、正確性、完全性、商品性および特定目的への
適合性についての一切の保証を、ここに明示的に排除します。上記のいずれをも制限することなく、ＭＳＣＩ、Ｓ＆Ｐ、そ
れらの関係会社、およびＧＩＣＳまたはＧＩＣＳによる分類の作成または編纂に関与した第三者は、いかなる場合において
も、直接、間接、特別、懲罰的、派生的損害その他一切の損害（逸失利益を含みます。）につき、かかる損害の可能性を通
知されていた場合であっても、一切の責任を負うものではありません。
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ティー・ロウ・プライス 米国割安優良株式ファンド

■ベンチマークとの差異について
Ｃコース（毎月決算・予想分配金提示型・為替ヘッジあり）
　当ファンドは運用の評価または目標基準となるベンチマークを設けておりません。
　以下のグラフは、当ファンドの基準価額と参考指数との騰落率の対比です。

（注1）基準価額の騰落率は分配金（税引前）込みです。
（注2）参考指数は、ラッセル1000バリュー指数（税引後＊配当込み、円ヘッジベース）であり、投資対象資産の市場動向を説明

する代表的な指数として記載しています。また、よりファンドの実態に即した参考指数を比較の対象とするため、当作成
期末付で設定来の参考指数を「税引前配当込み」から「税引後＊配当込み」に変更しています。
＊米国株式にかかる配当金から源泉徴収される税額（日米租税条約に基づく場合、税率10％相当）を控除しています。

Ｄコース（毎月決算・予想分配金提示型・為替ヘッジなし）
　当ファンドは運用の評価または目標基準となるベンチマークを設けておりません。
　以下のグラフは、当ファンドの基準価額と参考指数との騰落率の対比です。

（注1）基準価額の騰落率は分配金（税引前）込みです。
（注2）参考指数は、ラッセル1000バリュー指数（税引後＊配当込み、円ベース）であり、投資対象資産の市場動向を説明する代

表的な指数として記載しています。また、よりファンドの実態に即した参考指数を比較の対象とするため、当作成期末付
で設定来の参考指数を「税引前配当込み」から「税引後＊配当込み」に変更しています。
＊米国株式にかかる配当金から源泉徴収される税額（日米租税条約に基づく場合、税率10％相当）を控除しています。
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Ｃコース（毎月決算・予想分配金提示型・為替ヘッジあり）
■分配金
　当作成期の1万口当たり分配金（税引前）は、基準価額水準・市況動向等を勘案し、下記表中の分配
額とさせていただきました。なお、留保益につきましては、元本部分と同一の運用を行います。

■分配原資の内訳（1万口当たり）

項目
第10期 第11期 第12期 第13期 第14期 第15期

2023年6月16日
～2023年7月18日

2023年7月19日
～2023年8月15日

2023年8月16日
～2023年9月15日

2023年9月16日
～2023年10月16日

2023年10月17日
～2023年11月15日

2023年11月16日
～2023年12月15日

当期分配金（税引前） －円 －円 －円 －円 －円 －円
対基準価額比率 －％ －％ －％ －％ －％ －％
当期の収益 －円 －円 －円 －円 －円 －円
当期の収益以外 －円 －円 －円 －円 －円 －円

翌期繰越分配対象額 109円 118円 129円 129円 142円 223円
（注1）「当期の収益」および「当期の収益以外」は、小数点以下切捨てで算出しているためこれらを合計した額と「当期分配金

（税引前）」の額が一致しない場合があります。
（注2）当期分配金の「対基準価額比率」は「当期分配金（税引前）」の期末基準価額（分配金込み）に対する比率で、ファンド

の収益率とは異なります。
（注3）「当期の収益」は「経費控除後の配当等収益」および「経費控除後・繰越欠損補填後の売買益（含、評価益）」から分配

に充当した金額です。また、「当期の収益以外」は「分配準備積立金」および「収益調整金」から分配に充当した金額で
す。

Ｄコース（毎月決算・予想分配金提示型・為替ヘッジなし）
■分配金
　当作成期の1万口当たり分配金（税引前）は、基準価額水準・市況動向等を勘案し、下記表中の分配
額とさせていただきました。なお、留保益につきましては、元本部分と同一の運用を行います。

■分配原資の内訳（1万口当たり）

項目
第10期 第11期 第12期 第13期 第14期 第15期

2023年6月16日
～2023年7月18日

2023年7月19日
～2023年8月15日

2023年8月16日
～2023年9月15日

2023年9月16日
～2023年10月16日

2023年10月17日
～2023年11月15日

2023年11月16日
～2023年12月15日

当期分配金（税引前） －円 －円 －円 －円 －円 －円
対基準価額比率 －％ －％ －％ －％ －％ －％
当期の収益 －円 －円 －円 －円 －円 －円
当期の収益以外 －円 －円 －円 －円 －円 －円

翌期繰越分配対象額 348円 1,003円 1,097円 1,097円 1,126円 1,192円
（注1）「当期の収益」および「当期の収益以外」は、小数点以下切捨てで算出しているためこれらを合計した額と「当期分配金

（税引前）」の額が一致しない場合があります。
（注2）当期分配金の「対基準価額比率」は「当期分配金（税引前）」の期末基準価額（分配金込み）に対する比率で、ファンド

の収益率とは異なります。
（注3）「当期の収益」は「経費控除後の配当等収益」および「経費控除後・繰越欠損補填後の売買益（含、評価益）」から分配

に充当した金額です。また、「当期の収益以外」は「分配準備積立金」および「収益調整金」から分配に充当した金額で
す。
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2.今後の運用方針
　引き続き、マザーファンド受益証券にほぼ全額投資する方針です。また、Ｃコースでは対円での為替
ヘッジを行うことで、為替変動リスクの低減を図ります。

＜マザーファンド＞
　複数の視点から優良なバリュー株に投資する当運用においては、ポートフォリオのディフェンシブ性
を維持しながらも、企業レベルのファンダメンタルズやバリュエーション水準などを重視し、多様な着
眼点から銘柄の選別を行っています。今後とも、世界中に広がる調査網を最大限に活用し、単純な「割
安さ」だけにとらわれず、複数の視点から上昇が期待される有望株を割り出す「成長株投資家ならでは
の割安株投資」を通じて、お客様に分散投資の手段を提供し、運用資産の多様化に貢献することを目指
します。

3.お知らせ
信託約款の変更について
　2023年9月16日付けで、下記の変更を行いました。
・ＮＩＳＡ制度における成長投資枠の要件に適合させるため、デリバティブ取引および外国為替予約取

引の利用目的を明確化
・用語および書式の統一のための手当て
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4.当ファンドの概要
商 品 分 類 追加型投信／海外／株式

信 託 期 間 原則として無期限（設定日：2022年9月9日）

運 用 方 針 信託財産の長期的な成長を図ることを目的に積極的な運用を行います。

主 要 投 資 対 象

ベ ビ ー フ ァ ン ド ※ 以下のマザーファンド受益証券を主要投資対象とします。

ティー・ロウ・プライス 
米 国 割 安 優 良 株 式
マ ザ ー フ ァ ン ド

米国の株式を主要投資対象とします。

運 用 方 法

マザーファンドへの投資を通じて、米国の株式の中で、企業の本質的価値に比較して過小評価
されていると判断される株式を中心に投資を行います。大型株式への投資を基本としますが、
中型株式等へも投資する場合があります。なお、米国以外の企業にも投資することがありま
す。

分 配 方 針
原則として毎計算期末（毎月15日。休業日の場合は翌営業日。）に、経費控除後の配当等収益
と売買益（評価益を含みます。）等の中から基準価額水準、市況動向等を勘案して、分配金額
を決定します。なお、必ず分配を行うものではありません。

※ベビーファンドとは、ティー・ロウ・プライス 米国割安優良株式ファンド Ｃコース（毎月決算・予想分配金提示型・為替ヘッ
ジあり）およびティー・ロウ・プライス 米国割安優良株式ファンド Ｄコース（毎月決算・予想分配金提示型・為替ヘッジな
し）です。
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5.（参考情報）代表的な資産クラスとの騰落率の比較
Ｃコース（毎月決算・予想分配金提示型・為替ヘッジあり）

当ファンド　　　　　2023年 9 月～2023年11月
代表的な資産クラス　2018年12月～2023年11月

Ｄコース（毎月決算・予想分配金提示型・為替ヘッジなし）
当ファンド　　　　　2023年 9 月～2023年11月
代表的な資産クラス　2018年12月～2023年11月

（％）

-40.0

-20.0

0.0

20.0

40.0

60.0

80.0

100.0

+42.1

+59.8 +62.7

+5.4 +8.0
+21.5

△16.0 △12.4
△19.4

△5.5 △6.1 △8.8

+7.6
+15.4

+6.6
△0.6

+3.3 +4.3

当ファンド 日本株 先進国株 新興国株 日本国債 先進国債 新興国債

+5.2

△7.2
△1.6

最大値 平均値 最小値

（％）

-40.0

-20.0

0.0

20.0

40.0

60.0

80.0

100.0

+42.1

+59.8 +62.7

+5.4 +8.0
+21.5

△16.0 △12.4
△19.4

△5.5 △6.1 △8.8

+7.6
+15.4

+6.6
△0.6

+3.3 +4.3

当ファンド 日本株 先進国株 新興国株 日本国債 先進国債 新興国債

+15.3

△0.1

+8.3

最大値 平均値 最小値

CC_23061277_03_ostTRP_米国割安優良株式F（C／D）_交運_投資環境.indd   15 2024/01/31   10:18:33



16

ティー・ロウ・プライス 米国割安優良株式ファンド

（注1）すべての資産クラスが当ファンドの投資対象とは限りません。
（注2）上記期間の各月末における直近1年間の騰落率の平均値・最大値・最小値を、ファンドおよび代表的な資産クラスについて

表示し、ファンドと代表的な資産クラスを定量的に比較できるように作成したものです。なお、上記の騰落率は決算日に
対応した数値とは異なります。

（注3）当ファンドについては設定日以降のデータが5年に満たないため代表的な資産クラスとはデータの期間が異なります。

＊各資産クラスの指数
日本株……東証株価指数（ＴＯＰＩＸ（配当込み））
先進国株…ＭＳＣＩ－ＫＯＫＵＳＡＩ インデックス（配当込み、円ベース）
新興国株…ＭＳＣＩエマージング・マーケット・インデックス（配当込み、円ベース）
日本国債…ＮＯＭＵＲＡ－ＢＰＩ国債
先進国債…ＦＴＳＥ世界国債インデックス（除く日本、円ベース）
新興国債…ＪＰモルガン・ガバメント・ボンド・インデックス－エマージング・マーケッツ・グローバル・ダイバーシファイ

ド（円ベース）

※各指数については後掲の＜代表的な資産クラスとの騰落率の比較に用いた指数について＞をご参照ください。
※海外の指数は、為替ヘッジなしによる投資を想定して、円ベースの指数を採用しています。
※騰落率は、データソースが提供する各指数をもとに株式会社野村総合研究所が計算しており、その内容について、信憑性、正

確性、完全性、最新性、網羅性、適時性を含む一切の保証を行いません。また、当該騰落率に関連して資産運用または投資判
断をした結果生じた損害等、当該騰落率の利用に起因する損害および一切の問題について、何らの責任も負いません。
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6.当ファンドのデータ
Ｃコース（毎月決算・予想分配金提示型・為替ヘッジあり）
■当ファンドの組入資産の内容（2023年12月15日現在）
◆組入ファンド等� （組入ファンド数：1ファンド）

ファンド名 比率
ティー・ロウ・プライス�米国割安優良株式マザーファンド 96.1％

（注）比率は純資産総額に対する評価額の割合です。

（注1）国・地域別配分は、発行国・地域を表示しております。
（注2）比率は純資産総額に対する評価額の割合です。
（注3）現金等はその他として表示しています。なお、その他は未払金等の発生によりマイナスになることがあります。

■純資産等

項目
第10期末 第11期末 第12期末 第13期末 第14期末 第15期末

2023年7月18日 2023年8月15日 2023年9月15日 2023年10月16日 2023年11月15日 2023年12月15日
純資産総額 266,813,155円 275,153,078円 272,316,040円 260,295,024円 253,362,524円 262,696,567円
受益権総口数 272,375,289口 277,354,873口 277,454,693口 277,474,420口 266,397,208口 261,417,624口

1万口当たり基準価額 9,796円 9,921円 9,815円 9,381円 9,511円 10,049円
（注）当作成期間（第10期～第15期）中における追加設定元本額は5,198,993円、同解約元本額は16,156,658円です。

親投資信託受益証券
96.1％

その他
3.9％

◆資産別配分

日本
100％

◆国・地域別配分

日本円
100％

◆通貨別配分
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Ｄコース（毎月決算・予想分配金提示型・為替ヘッジなし）
■当ファンドの組入資産の内容（2023年12月15日現在）
◆組入ファンド等� （組入ファンド数：1ファンド）

ファンド名 比率
ティー・ロウ・プライス�米国割安優良株式マザーファンド 100.1％

（注）比率は純資産総額に対する評価額の割合です。

（注1）国・地域別配分は、発行国・地域を表示しております。
（注2）比率は純資産総額に対する評価額の割合です。
（注3）現金等はその他として表示しています。なお、その他は未払金等の発生によりマイナスになることがあります。

■純資産等

項目
第10期末 第11期末 第12期末 第13期末 第14期末 第15期末

2023年7月18日 2023年8月15日 2023年9月15日 2023年10月16日 2023年11月15日 2023年12月15日
純資産総額 498,996,289円 528,482,974円 518,325,563円 495,051,298円 521,999,367円 528,971,147円
受益権総口数 498,549,236口 495,621,030口 481,976,316口 471,994,529口 484,758,858口 488,226,108口

1万口当たり基準価額 10,009円 10,663円 10,754円 10,488円 10,768円 10,835円
（注）当作成期間（第10期～第15期）中における追加設定元本額は37,930,118円、同解約元本額は75,391,906円です。

親投資信託受益証券
100.1％

その他
△0.1％

◆資産別配分

日本
100％

◆国・地域別配分

日本円
100％

◆通貨別配分
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7.組入上位ファンドの概要
ティー・ロウ・プライス 米国割安優良株式マザーファンド（計算期間　2022年12月16日～2023年12月15日）
◆基準価額の推移 ◆組入上位10銘柄� （組入銘柄数：120）

銘柄名 通貨 比率
バークシャー・ハサウェイ 米ドル 3.4％
ＪＰモルガン・チェース 米ドル 3.0
エレバンスヘルス 米ドル 2.9
バンク・オブ・アメリカ 米ドル 2.2
ファイサーブ 米ドル 2.1
センコーラ 米ドル 1.9
モンデリーズ・インターナショナル 米ドル 1.6
シェブロン 米ドル 1.6
ウェルズ・ファーゴ 米ドル 1.5
ＣＳＸ 米ドル 1.5

（円）

9,000

10,000

11,000

12,000

13,000

14,000

15,000

（2022.12.15） （2023.12.15）

◆1万口当たりの費用明細
項目 当期

金額 比率
（ａ）売買委託手数料 3円 0.028％

（株式） （3） （0.028）
（投資信託証券） （0） （0.000）

（ｂ）その他費用 2 0.019
（保管費用） （2） （0.018）
（その他） （0） （0.001）

合計 5 0.047

（注1）基準価額の推移、1万口当たりの費用明細は組入ファンドの直近の計算期間のものです。
（注2）項目の概要および注記については前記（1万口当たりの費用明細）をご参照ください。
（注3）組入上位銘柄、資産別配分、国・地域別配分、通貨別配分のデータは組入ファンドの直近の決算日現在のものです。国・

地域別配分は、発行国・地域を表示しております。
（注4）比率は純資産総額に対する評価額の割合です。
（注5）現金等はその他として表示しています。なお、その他は未払金等の発生によりマイナスになることがあります。
（注6）計算期間中の運用経過や組入全銘柄に関する詳細な情報等については、運用報告書（全体版）に記載されています。

外国株式
94.6％

外国投資信託証券
3.2％

その他
2.3％

◆資産別配分

米国
94.7％

カナダ
1.1％

英国
0.9％

ドイツ
0.7％

ペルー
0.3％ その他

2.3％

◆国・地域別配分

米ドル
99.4％

ユーロ
0.7％

スイスフラン
0.0％ その他

△0.2％

◆通貨別配分
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＜「代表的な資産クラスとの騰落率の比較」に用いた指数について＞

日本株
東証株価指数（ＴＯＰＩＸ（配当込み））

東証株価指数（ＴＯＰＩＸ（配当込み））は、日本の株式市場を
広範に網羅し、投資対象としての機能性を有するマーケット・ベ
ンチマークで、配当を考慮したものです。なお、ＴＯＰＩＸに関
する著作権、知的財産権その他一切の権利は株式会社ＪＰＸ総研
に帰属します。

先進国株
ＭＳＣＩ－ＫＯＫＵＳＡＩ�インデックス
（配当込み、円ベース）

ＭＳＣＩ－ＫＯＫＵＳＡＩ�インデックス（配当込み、円ベース）
は、MSCI�Inc.が開発した、日本を除く世界の先進国の株式を対象
として算出した指数で、配当を考慮したものです。なお、MSCI�
Indexに関する著作権、知的財産権その他一切の権利は、MSCI�Inc.
に帰属します。

新興国株
ＭＳＣＩエマージング・マーケット・
インデックス（配当込み、円ベース）

ＭＳＣＩエマージング・マーケット・インデックス（配当込み、
円ベース）は、MSCI�Inc.が開発した、世界の新興国の株式を対象
として算出した指数で、配当を考慮したものです。なお、MSCI�
Indexに関する著作権、知的財産権その他一切の権利は、MSCI�Inc.
に帰属します。

日本国債
ＮＯＭＵＲＡ－ＢＰＩ国債

ＮＯＭＵＲＡ－ＢＰＩ国債は、野村フィデューシャリー・リサー
チ＆コンサルティング株式会社が発表している日本の国債市場の
動向を的確に表すために開発された投資収益指数です。なお、
ＮＯＭＵＲＡ－ＢＰＩ国債に関する著作権、商標権、知的財産権
その他一切の権利は、野村フィデューシャリー・リサーチ＆コン
サルティング株式会社に帰属します。

先進国債
ＦＴＳＥ世界国債インデックス
（除く日本、円ベース）

ＦＴＳＥ世界国債インデックス（除く日本、円ベース）は、FTSE�
Fixed�Income�LLCにより運営され、日本を除く世界主要国の国債
の総合収益率を各市場の時価総額で加重平均した指数です。な
お、ＦＴＳＥ世界国債インデックスに関する著作権等の知的財産
権その他一切の権利は、FTSE�Fixed�Income�LLCに帰属します。

新興国債
ＪＰモルガン・ガバメント・ボンド・
インデックス－エマージング・
マーケッツ・グローバル・
ダイバーシファイド（円ベース）

ＪＰモルガン・ガバメント・ボンド・インデックス－エマージン
グ・マーケッツ・グローバル・ダイバーシファイド（円ベース）
は、J.P.�Morgan�Securities�LLCが算出、公表している、新興国が
発行する現地通貨建て国債を対象にした指数です。なお、ＪＰモ
ルガン・ガバメント・ボンド・インデックス－エマージング・
マーケッツ・グローバル・ダイバーシファイドに関する著作権、
知的財産権その他一切の権利は、J.P.�Morgan�Securities�LLCに帰
属します。

＜参考指数について＞
　ロンドン証券取引所グループ・ピーエルシー及びそのグループ企業（以下「ロンドン証券取引所グループ」また
は「LSE�Group」）。©LSE�Group�2024.Russell�1000®（ラッセル1000）は、ロンドン証券取引所グループのメン
バー企業の登録商標であり、使用許諾ライセンスのもと使用を許諾された者が使用しています。ラッセル1000に関
するすべての権利は、ラッセル1000を保有するロンドン証券取引所グループのメンバー企業に帰属します。ロンド
ン証券取引所グループ及びその使用許諾者のいずれも、ラッセル1000の誤記・脱漏について一切責任を負わず、い
かなる当事者も当資料に含まれるラッセル1000に依拠することはできません。ラッセル1000を保有するロンドン証
券取引所グループのメンバー企業の書面による同意なく、ロンドン証券取引所グループから得られたデータの再配
布は認められません。ロンドン証券取引所グループは、当資料の内容を宣伝、後援または推奨するものではありま
せん。
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